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  研究目的 
気胸とは通常は陰圧に保たれている胸腔内に何らかの原因で空気が流入し胸腔内の陰 
圧が保てないために肺が膨脹を保持できず虚脱してしまう状態である。原発性自然気胸は 
若年男性に多く発症する。その病因は気腫性肺嚢胞（ブラ・ブレブ）の破裂などにより起 
こると考えられている。破裂する理由については分かっていない。気圧の低下、天気の悪 
化とともに増加するとの報告がなされている。しかし、それらのほとんどは 1 日の平均大 
気圧を用いた検討である。1 時間毎の平均気圧変化量を用いることで、気圧変化と気胸の 
発症の因果関係をより詳細に調べることができる。本研究の目的は原発性自然気胸の地域 
を限定した集団において、一定期間内の気象条件の変動が気胸発症に影響を与えるか否か 
を解明することである 
 研究方法 
気胸患者、気象データ 
2008 年 1 月 1 日から 2013 年 9 月 30 日までの 2101 日間の連続した原発性自然気胸患 
者 290 人、345 側の気胸を対象とした｡発症日、発症地点の明確な患者のみを対象とした。 
発症地点はすべて札幌管区気象台から半径 40km 以内とした。札幌管区気象台の 1 時間ご 
との現地大気圧と他の気象条件を使用し、気胸発症日と非発症日において、時間毎の大気 
圧のほかさまざまな気象条件（平均大気圧、最低気温、最大気温、平均気温、日照時間、 
平均湿度、最小湿度、降水量、雷雨の有無）を分析検討した。 
データ抽出とその処理方法 
札幌管区気象台の 1 時間毎の平均大気圧を 2101 日（50424 時間）抽出した。1 時間毎の 
大気圧差を計算し 24，48，72，96 時間までの各期間における最大上昇、最大下降・最大 
気圧変動を抽出。345 症例の原発性自然気胸の発症日 301 日を気胸発症のある日とし、残 
りの 1800 日を気胸発症のない日とした。これらのデータを用いて気圧変化と気胸発症日 
の関係を検討した。 
研究成績 
原発性自然気胸発症時の状況は、気候変動、慢性的な疲労状態、精神的ストレス、肉体 
的ストレス、睡眠不足などが増した時などに多く発症している。気胸と気象条件の関連に 
関しては、これまでも様々な報告が行われてきた。環境因子により肺嚢胞破裂が引き起こ 
されると仮定することは妥当であり、いくつかの報告が気胸の発症と気圧の変化について 
報告している。芳賀らは入院日でなく、発症日を用いてより正確な気胸発症との関係を調 
べた。また発症地域を限定して検討を行った結果、非気胸発症日に比べて、気胸発症日で 
前日よりも統計学的有意差を持って平均気圧の低下が認められたと報告した。本論文は、 
限定地域の 1 時間毎の大気圧データを基に、気胸発症と気圧の関係を明らかにした初めて 
の報告である。過去の報告のほとんどは、1 日の平均気圧を用いた検討である。1 時間毎 
の気圧変化量を用いることでより気圧変化と気胸の発症の因果関係を詳細に調べること 
ができた。気圧の下降が 96 時間で-18hpa 以上低下したときに気胸発症が増加した。また 
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気圧の上昇が 72 時間で 15hpa 以上の増加で明らかに気胸発症が増加した。気圧の上昇、 
下降ともに気胸発症に影響を与えることが示された。期間内の上昇と下降を足した変動値 
を最大変動と定義すると、48 時間で 15hpa 以上の変動で有意に気胸発症が増加し、96 時 
間で 22hpa 以上の変動で有意に気胸発症が増加した。気圧の上昇、下降に加えてそれらの 
和である変動が大きいと気胸発症が増加することが示された。時間平均気圧を用いること 
で日平均気圧より明確に気胸発症と気圧変動の関係が示された。特に気圧の最大変動が気 
胸発症日と関係することが示された。その他の気象条件は雷雨を含め、いずれも気胸発症 
日との関係は認められなかった。 
考察 
気胸と気象条件の関連に関しては、これまでも様々な報告が行われてきた。気道内圧の 
変動により空軍要員で気胸発症が増加する報告や、潜水による肺の圧損傷の報告 3)があ 
る。大気圧の変化はわずかだが、気道内圧を変化させる。自然気胸発症には気道内圧変化 
に偏りがあることが報告されている。過去の報告のほとんどは、対象日を入院日としてお 
り、また、時間気圧ではなく 1 日平均気圧を用いた検討である。今回は、1 時間毎の大気 
圧をもとに検討を行った。1 時間毎の気圧変化量を用いることでより気圧変化と気胸の発 
症の因果関係を詳細に調べることができると考えた。さらに、地域を限定し時間大気圧を 
用いた気胸発症と気圧の変化との関係を明らかにした初めての報告である。 
 全調査期間で札幌における 2 日間の日平均気圧の差は 23.0～-28.7hpa であるが､時間 
気圧で 48 時間の差をみると 46.1～-55.5hpa とその差は倍近くあった。日平均気圧を用 
いた場合、短時間の大きな気圧変化を捉えることができないことが予想される。日平均気 
圧値を用いて、気胸発症との関連の検討を行ったが、気胸発症日と非発症日の違いを示す 
ことができなかった。一方､気胸発症日前の 48.72.96 時間前の気圧の変化が気胸発症に影 
響を与えていることが明確に示された。 
 気胸発症は突然起こるものだが、この結果は、気胸の発症にはある一定以上の気圧変化 
の大きさと、ある程度の期間が必要であることを示している。また、これまでに気圧の上 
昇が気胸発症を増加させたという報告は殆どない。気圧上昇は、直接的に気胸発症に影響 
したのではなく、むしろ、気圧が下がる前の期間における気圧の上昇は、結果的に気圧が 
大きく下降する要因となることが影響したものと考える。 
結論 
 時間大気圧変動と気胸発症には有意な関連が認められた。特に気圧の変動は気胸発症を 
増加させた。しかし、他の気象条件と気胸発症の関連はなかった。将来的には様々な地域 
や気象条件において気胸発症予測が可能となるかもしれない。 
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論文題名 
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結果の要旨 
実臨床で気胸発症は一定でなく、天気の悪化とともに増加するとの報告がなされている。
本論文は、限定地域の 1 時間毎の大気圧データを基に、気胸発症と気圧の関係を明らかに
した初めての報告である。最大上昇、最大下降、最大変動を定義し、ROC曲線からカット
オフ値を抽出、単変量ロジスティック回帰分析を行った。その結果、気圧の上昇幅、下降
幅、変動幅いずれも気胸発症に影響を与えることが示された。日平均気圧では、示されな
かった気胸発症と気圧変動の関係が時間気圧を用いることでより明確に示された。特に気
圧の最大変動が気胸発症と関係することが示された。気圧以外の気象条件では、風速、雷
を含め、いずれも気胸発症との関係は認められなかった。気胸は突然発症するものだが、
気胸発症には一定以上の気圧変化と、ある程度の期間が必要であることを明らかにした。
肺胞道のチェックバルブあるいはブラ壁の阻血などの気胸発症の機序を考えるとこの結果
は妥当なものと考える。以上より、本研究は医学博士授与に値する研究であるとの評価を
審査委員全員から頂いた。 
 
